
公益財団法人  琵琶湖・淀川水質保全機構                        

令 和 ８ 年 度 第 ２ 回 評 議 員 会 議 事 録 

 

 

１ 開催の日時  令和８年６月２４日（水）午後１時３０分 

 

２ 開催の場所  公益財団法人琵琶湖・淀川水質保全機構事務室 

         大阪市中央区天満橋京町１番２６号 

         当該場所に存しない役員等は、Ｗｅｂ会議システム（使用サービス名

：Ｚｏｏｍ）を利用して参加。 

 

３ 評議員総数        ９名 

 

４  出席評議員数 ９名 

  出席評議員   神 田   彰 

出席評議員   小 宅 誠 司 

出席評議員   堀 越 ひとし 

    出席評議員    中 野   晋 

    出席評議員    江 原 佳 男 

    出席評議員    永 田 章 彦 

    出席評議員    吉 田 久 芳 

    出席評議員    谷 本 光 司 

  出席評議員  𠮷𠮷 田 延 雄 

  出席評議員    橋 本 正 司 

 

５ 出席理事長    松 本 直 樹 

  出 席 理 事  中 川   一 

出 席 理 事  湯 木 保 彦 

 

６ 出 席 監 事       佐々木 泰 裕 

  出 席 監 事       奥 田 裕 樹 

 

７ 議事の経過の要領及びその結果 

  (1) 開 会 

        定刻に至り、事務局長の湯木保彦氏が開会を宣し、本日の令和８年度２回評議員



会は、定足数を満たしたので有効に成立した旨を告げた後、引き続き、松本理事長

及び来賓から挨拶があった。 

 

 (2) 議長選出 

        定款第１８条の規定により、評議員谷本光司氏が議長に就任し、議案の審議に入

った。 

 

 (3) 議事録署名人選出 

        定款第２０条第２項の規定により、議事録署名人に評議員𠮷𠮷田延雄氏及び評議員

橋本正司氏が選出された。 

 

 (4) 議 案 

       第１号議案 評議員の選任に関する件 

議長が、湯木事務局長に「評議員の選任に関する件」について説明させ、湯木事

務局長が、評議員小宅誠司氏が本定時評議員会において、退任することとなるの

で、選任の必要があり、定款第１１条第１項の規定により評議員１名を資料１のと

おり選任したいこと、および任期については、定款第１２条第１項の規定により令

和８年６月２４日から令和１１年に開催する定時評議員会の日までとしたい旨を説

明した後、議長が評議員候補者を議場に諮ったところ、全員異議なく原案どおり承

認されたので、下記のとおり選任することに決議確定した。 

これにより、小宅誠司氏は本定時評議員会から退出した。なお、第２号議案から

は新たに選任された評議員堀越ひとし氏が審議に加わることとなった。 

 

評議員 堀越 ひとし 

 

 

第２号議案 令和７年度事業報告及び決算書類の承認の件 

  議長が、湯木事務局長に「令和７年度事業報告及び決算書類の承認の件」につい

て説明させ、湯木事務局長が、定款第８条第１項の規定により令和７年度事業報告

及び決算を資料２のとおりとしたい旨を説明した。本議案に関し別紙の質疑応答が

あった後、議長が本議案を議場に諮ったところ、全員異議なく原案どおり承認され

た。 

 

 

(5) 閉 会 

以上をもって、公益財団法人琵琶湖・淀川水質保全機構令和８年度第２回評議員

会の議題全部を終了したので、湯木事務局長が午後２時２５分閉会を宣言した。 



以上の決議を明確にするために、湯木常務理事が議事録を作成し、議長及び議事録署名

人が次に記名押印する。 

 

 

 

  令和８年６月２４日 

 

 

 

         議    長 

 

 

                                         

 

 

          議事録署名人 

 

                                         

 

 

          議事録署名人 

 

                                         

 

 

 



 



別紙 令和８年度 第２回評議員会 質疑応答等要旨 

 

 

江原評議員 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

江原評議員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

第２号議案 令和７年度事業報告及び決算書類の承認の件 

 

事業報告の参考資料（パワーポイント）１８ページに記載されている「水質保

全活動助成」について、募集案内方法を教えてほしい。 

 

また、議案書１６ページの正味財産増減計算書１０行目にある「受取寄付金」

について、宿泊者数の減少に伴い寄付額が減ったとの説明があったが、これは経

営面での悪化による減少なのか、あるいは寄付額自体が宿泊者数に連動して算出

される仕組みになっているのか、答えられる範囲で教えてほしい。 

 

 

研究助成は、大学や各府県の研究機関を対象としており、ホームページに募集

要項を掲載するほか、管内の対象機関へ直接資料を送付して募集を行っている。

 受取寄付金については、連泊時のリネン交換辞退によって浮いた経費を寄付す

る仕組みのため、宿泊者数の減少に連動して寄付額も減少する結果となった。 

 

 

寄付金の仕組みについては、承知した。研究助成の募集方法についても承知し

た。続いて活動助成に関する一般向けの募集案内方法について教えてほしい。 

 

 

活動助成については、ホームページでの募集要項の掲載や関係団体への資料送

付を行っている。なお、各府県市や教育委員会を通じて各学校へ資料を配布して

もらえない状況にあるため、広報に苦慮している。 

 

 

 

 

 

 

（以上） 

 





〔資料１〕





〔資料２〕













Pseudanabaena





























令和７年度事業 監査報告書 

 
公益財団法人琵琶湖・淀川水質保全機構  

理事長  松本 直樹  様  

 

私たち監事は、令和７年４月１日から令和８年３月３１日までの事業年度の理事の職務

の執行を監査いたしました。その方法及び結果について、次のとおり報告いたします。 

 

１  監査の方法及びその内容  

各監事は、理事及び使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に

努めるとともに、理事会その他重要な会議に出席し、理事及び使用人等からその職務の

執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、

業務及び財産の状況を調査いたしました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事

業報告について検討いたしました。  

さらに、会計帳簿又はこれに関する資料の調査を行い、当該事業年度に係る計算書類

（貸借対照表及び正味財産増減計算書）及びその附属明細書並びに財産目録について検  

討いたしました。 

 

２  監査の結果  

（１）事業報告等の監査結果  

① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示し

ているものと認めます。  

② 理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実

は認められません。  

（２）計算書類及びその附属明細書並びに財産目録の監査結果  

計算書類及びその附属明細書並びに財産目録は、法人の財産及び損益の状況をすべ

ての重要な点において適正に表示しているものと認めます。  

 

令和 ８ 年 ５ 月 ２１ 日 

 

監 事                

 

 

監 事                




	■修正済み第２回評議員会 議事録（本文）
	■修正済み議事録資料
	15 監査報告書（改H28年度分～）【了】
	空白ページ



